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●森林火災を防ぐために、私たちにできること
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︒
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︑
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︒
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の
課
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は
？

活動前にカマを研いで準備を行います！

下刈り作業
安全に気を付けて作業します！

参加者の集合写真

★やまがた絆の森づくり推進事業★
企業等、森林所有者、県との三者協定による森づくり活動。
令和7年4月現在、40企業・団体、38地区で活動を展開中。

　近年、乾燥した気候や人間の活動によって、森林火災
のリスクが高まっています。
　ひとたび火災が発生すれば、自然環境だけでなく、私
たちの生活や命まで脅かされます。
　もとの姿に回復するまでには、長い年月と労力を要し
ます。
　大切な森林を守るために、ひとり一人の心がけが必要
です。

●森林火災、あなたの「うっかり」が原因かも
・たき火やバーベキューは指定された場所で行い、完全に
消火

・タバコのポイ捨ては絶対しない
・乾燥した日や強風の日は火の使用を控える
・ガスコンロや花火など、火器の使用は慎重に
・登山やキャンプの際は、地域のルールや注意情報を確認

●森林で火災を見つけたら
・すぐに110番または119番に通報
・安全な場所に避難し自分の身を守る行動を最優先に

●自然を守ることは、未来を守ること
・小さな火の不始末が、大きな被害を生むこと
もあります
・ひとり一人の心掛けと行動が、森林火災を防
ぎます

令和７年度山形県林野火災予防統一標語

「火事一瞬火をつけないで気をつけて」
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